
















































































































































































































































































































γ↑ 00.0 1.8 １．６1.4
10-4｡(cm-1）
1.21.2１．６１．４
10-4｡(Cm-1）
図７α2のスペクトル。
1.8
図８実験値とシミュレーションとのfitting。
後、図7の波線で示すような１より大きな値を取る。しか
し、必要条件としてα2は1以下であることから、Ｑ風にて
2p-1ikeポテンシャルへ2s-1ikeポテンシャルから乗り移
ると考えるとα2の必要条件は満足される。このことは、
TPEによるＦ中心の脱励起過程は図9に示すように､FCSの２Ｓ
状態に励起されたF中心電子は、励起後、２sポテンシャル
面上を緩和し、２pポテンシャルとの最初の交差点にて、
2p-1ikeポテンシャルに乗り移り、この2p-1ikeポテンシ
ャル面上を緩和し、減衰振動した後にこのポテンシャル
の底から最初の発光を迎えるものと予想される。しかし、
2s-1ikeポテンシャルからのＯＬと比較して短い発光寿命時
間を持つこととかなり発光が微弱であることから、我々
の測定では検出できなかったものと思われる。
一方、この付近で得られた発光の発光寿命時間は、図
2(b)のように、OPEによる発光寿命時間と同じ５５０，sであ
った。このことは、２p-1ikeポテンシャルの底を越えたと
ころにある2s-1ikeポテンシャルとのもう一つの交差付近
で、トンネリングにより２s-1ikeポテンシャルへ乗り移り、
2s-1ikeポテンシャルの底から発光が生じるものと期待さ
れる。しかしながら、このような発光は検出器であるス
トリークスコープの感度に問題があり、現時点では困難
である。
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図９Ｆ中心の配位座標モデル。
非線形時間分解分光法によるＫCl中のＦ中心の脱励起過程 3１
5．結言
非線形時間分解分光法を用いて、KC1中のＦ中心の脱励起過程において観測される共鳴二次発光を測定し
た。さらに、１s-2p二準位モデルに２Ｓ準位のvibronic相互作用を近似的に考慮することにより、解析を行
った。その結果、KC1中のF中心のTPEした際の脱励起過程は、励起後、２sポテンシャル面上を緩和し、２pポ
テンシャルとの最初の交差点で2p-1ikeポテンシャルに乗り移り、このポテンシャル面上を緩和し減衰振動
した後にこのポテンシャルの底から発光する過程の存在を明らかにした。さらに、２p-1ikeポテンシャルの
底を越えたところにある2s-1ikeポテンシャルとのもう一つの交差付近で、トンネリングにより２s-1ikeポ
テンシャルへ乗り移り、２s-1ikeポテンシャルの底から発光する過程の可能性を示唆した。
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Thede-excitationprocessofFcentersinKClhasbeeninvestigatedbymeasuringtheresonantsecondaryradiation
spectra，usmgtime-resolvednonlinearspectroscopyAnanalysisoftheexpenmentalresultswasperfbnnedbycon-
sideringthemixingeffbctofthe2sand2pexcitedstatesFromthisanalysis,itwasfbundthatthede-excitationafter
two-photonexcitationproceedsalong2s-potentialsulfaceafterexcitationandthmughthetransferfiPomthe2sstateto
the2p-1ikestateatthefIIBtcrossingpoint．
